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一
、
滑
　
　
　
　
革

六
齋
と
は
六
齋
念
佛
踊
の
略
名
で
、
昔
佛
教
徒
が
齋
戒
奉
仕
す
る
。
八
、
十
四
、
十
五
、
二
十
三
、
二
十
九
、
晦
日
の
六
齋

日
に
行
つ
た
宗
教
行
事
か
ら
起
り
、
今
か
ら
約
千
年
前
に
、
杢
也
上
人
が
、
民
衆
教
化
の
た
め
京
洛
の
街
頭
に
立
つ
て
、
鉦
や

太
鼓
を
打
ち
な
ら
し
、
身
振
り
、
節
面
白
く
讀
経
念
佛
を
唱
え
て
廻
つ
た
こ
と
か
ら
始
ま
つ
た
と
伝
え
ら
れ
て
ゐ
ま
す
。

最
初
は
、
僧
俗
混
滞
し
、
後
に
俗
人
の
み
で
行
は
れ
る
よ
う
に
な
る
と
共
に
、
陰
氣
な
も
の
か
ら
段
々
陽
氣
な
も
の
に
変
り
、

農
村
娯
楽
と
し
て
工
大
、
加
味
充
実
さ
れ
、
青
年
に
よ
つ
て
引
維
が
れ
て
、
現
在
の
六
齋
に
ま
で
発
展
し
、
京
都
特
有
の
郷
土

藝
能
と
し
て
、
魔
く
紹
介
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
京
都
市
周
邊
農
村
各
地
で
多
数
の
組
が
組
織
さ
れ
、
互
に
技
を
競
い
非
常
に
盛
ん
で
あ
り
ま
し
た
が
、
時
勢
の
推
移
と

共
に
都
会
化
し
、
生
活
や
趣
味
、
娯
楽
も
変
り
次
々
に
消
滅
し
、
最
近
多
少
復
活
し
ま
し
た
が
、
十
数
組
に
な
つ
て
ゐ
ま
す
。

二
、
吉
詳
院

の
六
斎

吉
祥
院
の
六
齋
は
、
其
の
中
で
も
最
も
歴
史
古
く
、
中
絶
す
る
こ
と
な
く
縫
績
し
、
技
も
勝
れ
、
組
数
も
多
く
、
又
地
理
的

に
も
概
、
中
央
部
に
位
置
し
、
古
今
を
通
じ
自
他
共
に
許
す
中
心
地
と
し
て
知
ら
れ
て
居
り
ま
す
。
現
在
、
吉
祥
院
六
齋
保
存

含
の
も
と
に
、
東
條
組
、
西
條
組
，
菅
原
組
、
北
條
組
、
石
原
組
の
五
組
が
有
り
、
先
年
六
齋
念
佛
踊
の
代
表
と
し
て
無
形
文

化
財
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

各
組
共
に
、
十
五
才
か
ら
三
十
才
乃
至
三
十
五
才
迄
の
青
年
を
中
心
に
組
織
し
、
毎
年
七
、
八
月
に
な
れ
ば
練
習
し
、
社
寺

え
の
奉
納
、
祀
先
え
の
回
向
等
に
演
す
る
外
、
頼
ま
れ
ゝ
ば
随
所
で
上
演
し
ま
す
。
特
に
毎
年
八
月
二
十
五
、
六
日
に
は
全
組

揃
つ
て
吉
祥
院
天
満
官
の
夏
祭
営
日
に
奉
納
す
る
事
が
、
年
中
最
大
の
行
事
と
な
つ
て
居
り
、
こ
の
奉
納
六
齋
大
合
は
、
以
前

京
絡
に
存
在
す
る
六
齋
組
の
大
半
が
集
り
、
童
二夜
連
績
上
演
し
た
長
い
歴
史
と
伝
統
を
有
し
、
現
在
で
も
最
も
晴
の
舞
台
と
し

て
居
り
、
そ
の
盛
観
は
魔
く
知
ら
れ
、
京
都
の
夏
の
有
名
行
事
の
一
つ
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。

近
年
郷
土
藝
術
と
し
て
、
そ
の
良
さ
を
知
ら
れ
歎
迎
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
は
、
年
中
不
定
期
に
出
張
上
演
す
る
機

會
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

三
、
六

斎

の

実

際

一
組
絶
員
三
十
名
余
の
者
が
、
揃
の
浴
衣
を
着
て
、
笛
、
鉦
、
す
り
が
ね
、
大
太
鼓
、
中
太
鼓
、
豆
太
鼓
等
の
楽
器
を
用
い
、

特
殊
な
藝
に
は
、
特
別
の
衣
裳
と
道
具
を
使
い
、
夫
々
特
技
に
應
じ
分
担
し
て
演
じ
ま
す
。

曲
日
は
、
破
願
、
郁
邸
夢
の
枕
、
こ
ん
か
い
、
つ
ゝ
て
、
す
が
ら
き
、
お
月
さ
ん
、
妹
脊
山
、
牡
丹
、
立
浪
、
お
半
長
右
衛

門
、
八
兵
衛
、
朝
野
、
三
懸
慕
、
で
ん
ば
、
石
橋
、
晒
布
、
鐵
輪
、
四
ツ
太
鼓
、
玉
川
、
羽
衣
、
八
島
壇
の
浦
、
祗
園
囃
、
芦

田
ケ
原
、
大
文
字
、
猿
廻
し
、
飴
屋
、
盛
表
記
、
芋
瀬
、
潮
汲
み
、
手
習
子
、
頼
光
、
獅
子
太
鼓
、
安
達
ケ
原
、
道
成
寺
、
和

唐
内
、
岩
見
重
太
郎
、
本
調
子
、
し
や
し
や
ら
か
踊
、
大
久
保
踊
、
獅
子
と
土
蜘
蛛
等
で
、
誇
曲
、
能
狂
言
、
芝
居
、
神
楽
、

民
謡
等
か
ら
採
入
れ
た
も
の
が
多
く
、
各
組
は
、
こ
の
中
の
自
組
保
存
曲

（
十
五
―
二
十
）
を

一
時
間
半
乃
至
二
時
間
で
演
じ

ま
す
。
曲
目
中
、
同

一
の
も
の
も
、
組
に
よ
つ
て
、
打
方
、
動
作
等
多
少
異
り
、
夫
々
特
徴
を
持
つ
て
居
り
、
順
序
は
不
定
で

す
が
、
衰
願
で
始
ま
り
、
回
向
唄
で
終
る
事
は
共
通
し
て
ゐ
ま
す
。

上
演
中
は
殆
ど
無
馨
で
、
楽
符
は
無
く
、
こ
れ
に
代
る
古
来
か
ら
伝
は
つ
て
ゐ
る
唄
や
詩
、
文
句
或
は
拍
子
を
口
づ
さ
ん
で

行
い
、
反
復
練
習
し
て
覺
え
る
の
で
、
年
中
練
習
を
す
る
の
で
も
な
く
又
、
独
習
も
出
来
な
い
の
で
、
全
曲
を
會
得
上
達
す
る

ま
で
に
は
長
年
月
を
要
し
、
特
に
主
導
役
の
笛
の
維
承
に
は
常
に
苦
労
と
困
難
が
伴
い
ま
す
。

最
後
に
六
齋
は
、
百
聞
も

一
見
に
如
か
す
の
好
例
で
、　
一
度
御
覧
に
な
つ
て
始
め
て
そ
の
全
容
、
価
値
が
判
つ
て
頂
け
る
も

の
と
信
じ
附
記
し
ま
す
。


